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＜連絡事項＞
・栄養管理より～本日の「50周年祝賀会」スケジュールに伴い、11/4の朝食の発注締切時間を17:00→16:00へ変更します。

＜患者様連絡事項＞
・田端　テル様～主治医より、11/4(水)9:30～12:00の外出許可出ています。　
・八木田　真由美様～主治医指示にてハロマンス(50)1A筋注施行しています。本日、15:30退院となっています。
・林　田鶴子様～本日から嗜好品の自己管理を開始しています。また、体重の増加を気にしているとの訴えある為、買物時、菓子の購入の際は気をつけて下さい。
・津嶋　イチ子様～本人希望にてアスモロール100ｇ臨時処方となっています。

・出河　攻様～風邪症状続いている為、PL　3P　3×nde 5日分　本日夕から臨時処方と

なっています。
・外山　尚武様～主治医へ面談日について御家族から11/13（金）10:30か11:00に来院したいとの事、情報提供しています。
＜転入患者様情報＞
下口　政子(シモグチ　マサコ)様(31)
主病名：統合失調　合併症：精神遅滞　入院形態：任意入院　入院回数：2回目

主治医：川端Dr　SW：山田　担当Ns：天間　CW：貝塚

＜入院に至る経過＞
生来の知的障害があり、H7.4知的障害者入所授産施設を経て、H10年5月より知的障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑへ入居し、三戸郡地域生活支援ｾﾝﾀｰからの支援を受けながら生活していた。H12.10頃より被害関係妄想が出現。H12年末頃より単身生活となるが、幻聴･徘徊･拒否を訴えて、自宅内へ閉じこもるようになる。三戸郡地域生活支援ｾﾝﾀ-が精神科受診を促していたが、本人の拒否により受診には至らなかった。H16年8月上記症状が増悪。他者に対して被害的となり、暴力行為に至ることがあったことからH16.12.15当院を受診して1回目の入院(～H17.8.19)。退院後は知的障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ｢中里ﾎｰﾑ｣に入所となり、当院への外来通院を継続。H21年5月頃より上記症状が増悪され、薬物調整を行っていたが、症状は改善せず、H21.10.5当院2回目の入院となる。
＜入院後の経過＞
入院後、時折、「バカにされている気がする」といった訴えあったが、薬剤調整で改善みられ、本日療養環境変更にて15:30西病棟Bユニット22号室へ転入となり、転入後スタッフへ穏やかに挨拶される。オリエンテーションの理解も良好。「前にも居たので分かります」と話される。本人様の訴えに傾聴し、他者とのトラブルが無い様介入していきます。

＜特記事項＞
＊障害者年金2級　受給中

＊愛護手帳　B受給中

＊自立支援医療　受給中（有効期限：H22.7.31　上限2,500円）

＊父（信雄様）が田子町に在住。精神遅滞により思考･判断能力が低く、前回

入院時の法定保護者は下口佐一様（叔父）となっていた。佐一様は現在認

知症の症状を呈しており、保護者の役割を担うことが困難となっているこ

とから、その子(文男様)が保護者となるよう選任手続きを行っていく予定。

＊父宅には電話がない。連絡する時には田子町保健師に連絡を行う。

　田子町国民健康保険　高齢者保健福祉ｾﾝﾀｰ　せせらぎの郷　

担当保健師　酒井氏　℡0179-20-7100

＊三戸郡地域生活支援センターより生活支援を受けていた。

　金銭管理は同ｾﾝﾀｰで行われている。

＊ケース会議などの際には連絡することとしている。

ｾﾝﾀｰ長：中野氏、担当支援ﾜｰｶｰ：柿本氏　　℡：0178-62-618
＊買物カードあり。

＊退院後はグループホームに戻る予定。しかし詳しい目途は立っていないとの事。

